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1. 連結損益計算書
◆連結子会社数 ：19社（前期末比 －社）
◆持分法適用会社数 ： 1社 （前期末比 －社）
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当期 前期 増減 （対前期）

売 上 高 115,110 112,055
3,054

（2.7）
取扱重量の増加

売 上 原 価 106,729 103,119 3,610 燃料費、人件費の増加

売 上 総 利 益 8,381 8,936 △555

販売費及び一般管理費 5,236 5,313 △77

営 業 利 益 3,144 3,623
△478

（△13.2）

経 常 利 益 3,179 3,762
△582

（△15.5）

営業外収益 △13

営業外費用 +91

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

1,950 2,665
△715

（△26.8）

特別利益 △530

特別損失 ＋20

売上高は、取扱重量の増加により増収。

営業利益・経常利益は増収するも、燃料費・人件費の増加により減益。

親会社株主に帰属する当期純利益は、経常減益に加え、株式売却益を計上した前期から減益。

（ ）は増減率 （単位：百万円、％）



２. 連結業績の推移
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売上高

2期ぶり増収

営業利益
（単位：百万円）

3期連続減益

経常利益
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親会社株主に帰属する当期純利益
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３. 連結貸借対照表
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当期末 前期末 増減 （対前期末）

流 動 資 産 19,674 22,042 △2,368 現金及び預金の減少

固 定 資 産 83,647 81,871 1,776

有 形 固 定 資 産 74,704 73,144 1,559 建設仮勘定、車両運搬具の増加

無 形 固 定 資 産 880 892 △12

投資その他の資産 8,062 7,834 228

資 産 合 計 103,321 103,913 △591

流 動 負 債 29,580 31,028 △1,447 短期借入金の減少

固 定 負 債 31,497 32,100 △603 長期借入金の減少

負 債 合 計 61,077 63,128 △2,051

純 資 産 合 計 42,243 40,784 1,459
親会社株主に帰属する当期純利益+1,950

剰余金の配当△324

負 債 純 資 産 合 計 103,321 103,913 △591

連 結 有 利 子 負 債 合 計 28,612 32,283 △3,670

（単位：百万円）



４. 2023年３月期 連結業績予想
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（単位：百万円）

2022年度

予想

2021年度

実績

対前期

増減
（対前期）

売 上 高 118,000 115,110 2,889 区域・倉庫・3PL事業の増収

営 業 利 益 3,900 3,144 755

経 常 利 益 3,900 3,179 720

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
2,300 1,950 349

2022年度の業績につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大や燃料価格高騰の影響が不透明でありますが、現
在推進している中期経営計画では、2021～2023年度をコロナ禍からの回復期と位置付けており、同計画の利益水
準に達するものと見込んでおります。
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業績予想につきましては、当社が発表⽇現在において入⼿している情報及び合理的であ
ると判断する⼀定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能
性がありますことをご了承ください。


